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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
し
い
年
を
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
７
月
に
東
郷
夏
祭
り
大
会
、
１１
月
に
は
薩
摩
川
内
は
ん
や
祭
り
に
、
踊
り

連
を
繰
り
出
し
、
元
気
・
や
る
気
・
本
気
で
斧
渕
の
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

本
年
３
月
２
日
は
、
第
３
回
お
の
ぶ
っ
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
自
治 

会
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
品
出
店
で
自
分
達
の
腕
自
慢
、
信
頼
を
築
く 

仲
間
づ
く
り
で
絆
を
深
め
、
さ
ら
に
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
の
心
で
、 

住
民
の
皆
さ
ん
に
是
非
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
喜
び
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う 

実
行
委
員
会
一
同
、
張
り
切
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
薩
摩
川
内
市
が
１
市
４
町
４
村
合
併
１０
年
目
を
迎
え
、
第
３
次
斧
渕
地
区

振
興
計
画
（
平
成
２６
年
度
～
３０
年
度
５
年
間
）
を
自
治
会
長
、
総
務
・
青
少
年
育
成
・

健
康
福
祉
・
地
域
づ
く
り
各
部
員
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。 

 

計
画
で
は
、
６
項
目
を
主
題
に
５０
項
目
の
活
動
で
事
業
を
計
画
、
「
斧
渕
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
「
斧
渕
に
住
み
た
い
」
と
誰
も
が
実
感
で
き
る
地
区
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。 

 

特
に
、
自
治
会
の
明
日
に
向
け
て
の
人
材
育
成
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
に
よ
る
人
的
環

境
の
仲
間
づ
く
り
、
小
中
一
貫
校
へ
向
け
て
の
地
域
教
育
環
境
へ
の
協
力
支
援
、
異
年

齢
に
よ
る
生
涯
学
習
を
通
じ
て
心
身
共
に
健
全
な
る
快
適
環
境
、
農
林
水
産
・
商
工
業

と
の
連
携
に
よ
る
産
業
振
興
、
異
常
気
象
に
よ
る
山
間
部
で
の
土
石
流
災
害
、
平
地
で

の
河
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
水
害
「
命
」
を
守
る
防
災
減
災
対
策
等
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー

ド
面
を
通
じ
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

 

本
年
も
地
区
コ
ミ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
が
こ
の
１
年
お
健
や
か
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長 

諏
訪 

六
雄 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会  

℡ 42-0864  

 

 

毎
年
恒
例
の
「
東
郷
成
人
を
祝
人

成
人
を
祝
う
会
」
と
出
初
め
式
慰

「
出
初
め
式
」
が
行
わ
れ
、
今
年

わ
れ
今
年
も
賑
々
し
タ
ー
ト
し

い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
ま

ま
し
た
。 

 
   

  

地域密着型防災機関 ありがとう消防団 !! 

おめでとう 新成人✿ 

東
郷
中
央
分
団
２
部
に
配
備

さ
れ
た
新
車
両
お
披
露
目
は

餅
ま
き
で
盛
大
に
。 



第 166 号              お の ぶ ち             平成２６年１月 

薩摩川内市民憲章 はなしをすれば だれでもわかる 

慰
問
活
動 

ハ
ー
モ
ニ
カ
楽
友
会 

 

自
主
講
座
と
し
て
12
名
で
活
動 

す
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
楽
友
会
。 

 

各
種
発
表
会
の
他
に
敬
老
会
や 

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
に
も
力
を 

入
れ(

年
間
１０
回
程)

、
１２
月
も
精 

力
的
に
活
動
を
重
ね
ま
し
た
。 

 

口
ず
さ
み
や
す
い
童
謡
や
懐
メ 

ロ
を
中
心
に
選
曲
し
て
い
る
こ
と 

か
ら
フ
ァ
ン
も
多
く
、
高
齢
者
は
彼
ら
の
訪
問
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

公
道
伐
採
作
業 

浦
田
自
治
会 

宮
里
隆
自
治
会
長
を
旗
振
り
役
に
年
末
の
２
日
間
に
渡

っ
て
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
。
自
治
会
全
世
帯
の

協
力
と
、
九
州
電
力
様
や
Ｋ
Ｄ
Ｓ
様
と
の
連
携
に
よ
り
、

手
つ
か
ず
の
ま
ま
生
い
茂
っ
て
い
た
雑
木
を
取
り
払
い
、

明
る
く
綺
麗
な
東
郷
山
田
宮
之
城
線
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。 

斧
渕
の
風 

 
 

 
 

 
 

 

お
の
ぶ
ち
塾
「
し
め
縄
づ
く
り
」 

 

東
郷
中
学
校
１
年
生
が
、
地
区
の 

師
匠
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
歳
の 

瀬
の
寒
さ
も
忘
れ
作
業
に
没
頭
。
短 

時
間
で
の
取
り
組
み
で
完
成
を
目
指 

す
６７
名
の
生
徒
と
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー 

ト
す
る
師
匠
１７
名
。
完
成
品
を
自
宅 

玄
関
に
飾
り
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

最
後
の
雄
姿 

荒
川
内
鬼
火
焚
き
の
会 

地
域
の
有
志
者 

に
よ
っ
て
存
続
し 

１６
回
目
と
な
っ
た 

荒
川
内
鬼
火
焚
き
。 

今
年
も
多
く
の
参 

加
者
が
壮
大
な
火 

柱
を
囲
み
無
病
息 

災
を
祈
願
し
、
一
年
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

 平成 25 年分 確定申告 受付日程のお知らせ   

 会場：東郷支所市民談話室(本館１階) 

 9：00～11：30 13：30～15：30 

月 日 対象地区 対象地区 

1 
28・29 東郷町畜産農家（個別通知者限定） 

30・31 東郷町全域（収入が年金のみの方限定） 

2 

12 石 堂 ・ 浦 田 荒川内東・荒川内西 

13 司 野 上 ・ 司 野 下 平上水流・古城滑石 

14 小路・城内・谷ノ口 五 社 下 

17 五 社 上 舟 倉 下 

18 舟 倉 上 ・ 舟 倉 中 （整理日） 

19～21 東郷町全域（上記期間中に申告できなかった方） 

24～27 東郷町畜産農家（個別通知者限定） 

～3 月 17 日まで

（土・日除く） 
東郷町全域（上記期間中に申告できなかった方） 

 

 
 

 

一
月
の
行
事
予
定 

二
十
日
（
月
）
薩
摩
川
内
市
議
と
の
意
見
交
換
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
郷
公
民
館 

１９
時
～ 

二
十
四
日
（
金
）
拡
大
運
営
委
員
会 

東
郷
公
民
館 

１９
時
～ 

お
の
ぶ
っ
祭
実
行
委
員
会 

 
 

東
郷
公
民
館 

１９
時
３０
分
～ 

二
十
六
日
（
日
）
と
う
ご
う
天
神
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

二
十
八
日
（
火
）
八
代
市
千
丁
町 

視
察
受
け
入
れ 

 
 

 

今
後
の
行
事
予
定 

二
月
二
日
（
日
）
下
鶴
田
川
草
払
い 

８
時 

東
郷
支
所 

二
十
三
日
（
日
）
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

 

 


